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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本論文では，破裂音の知覚に言語経験がどのように影響を与えるかを検討した３つの心理学的実

験を報告している。第１章では，破裂音の知覚と母語の関係についての先行研究を詳細にレビュー

し，関連する音響的手がかりを紹介し，先行研究からは明らかになっていない点を指摘した。第２

章では，語頭を変化させた自然音声を用いた２つのオンライン実験研究および人工音声を用いた実

験室研究によって，韓国語話者および日本語話者の知覚的判断を測定した。その結果，韓国語話者

は後続母音の基本周波数に対して日本語話者より高い感度を持つという知見を得た。第３章では，

これらの結果を先行研究と比較し，日韓両国で用いられる表記との関係について考察を行い，さら

に日韓話者間のコミュニケーション支援を含めた考察を行った。 

 以上のように本論文は，破裂音の知覚に言語経験がどのように影響するかについての詳細な実験

的検討を行い，音響手がかりとの明快な関連を実証したことから，優れた研究であると言える。よ

って，本論文は博士（心理学）の学位に値するものと認める。 

 


